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【問題】
　化学物質は暮らしを豊かにしているが，その取扱いには注意も必要である。化学物質に関する現象の記述の中で，化学反応が関係していないものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。
①　トイレや浴室用の塩素を含む洗剤を成分の異なる他の洗剤と混ぜると，有毒な気体が発生することがある。

②　閉めきった室内で炭を燃やし続けると，有毒な気体の濃度が高くなる。

③　高温のてんぷら油に水滴を落とすと，油が激しく飛び散ることがある。

④　ガス漏れに気がついたときに換気扇のスイッチを入れると，爆発を起こすことがある。

⑤　海苔の袋に乾燥剤として入っている酸化カルシウム（生石灰）を水でぬらすと，高温になることがある。

【正解】

③　高温のてんぷら油に水滴を落とすと，油が激しく飛び散ることがある。
【解説】

①　塩素系の洗剤には次亜塩素酸ナトリウムNaClOが含まれています。他の酸性の洗剤と混ぜたときに次の変化が起こり，有毒な塩素Cl2が発生してしまいます。

NaClO　＋　２HCl　→　NaCl　＋　H2O　＋　Cl2
②　不完全燃焼により，有毒な一酸化炭素COが発生することがあります。
③　水滴が沸騰するときに，油が激しく飛び散ります。これは化学変化ではなく，状態変化なので誤りです。水も水蒸気も化学式はH2Oです。化学式が変化しなければ，化学反応ではありません。
④　換気扇のスイッチを入れたとき発生する火花によって，部屋に充満したガスが燃える可能性があります。
⑤　酸化カルシウム（生石灰）CaOは，水と反応して水酸化カルシウムCa(OH)2を生じます。このときに発熱して高温になります。
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